
  

 

 

 

 

一つの活動を通して「意味とねうち」を学ぶ生徒たち！  
5 月 31日をもって今年度の各学年の研修が終わりました。1年生の若狭研修，2年生の乗鞍研修，3

年生の東京研修と研修内容は違っていますが，生徒たちはこの研修を通して，仲間との絆を肌で感じる

ことができ，とても実り多い研修でした。 

さて，話は変わりますが，本校には，学級づくりの中核となる＝「軸となる活動」があります。「軸と

なる活動」は「1 年間学級がこだわっていく活動」と考えています。具体的には，「授業・挨拶・環境・

合唱」等の軸があります。そして，一つ一つの取組を通して，生徒たちは，そこにある「意味とねうち」

について考え，仲間との関わり合いの中で，「生きる力」を育んでいきます。 

今，生徒たちは，昨年度，卒業生から引き継いだものをよりよいものとするため，日々挑戦していま

す。そして，新１年生の生徒も，先輩たちの思いを受けて姿で応えようとしています。 

その表れの一つとして，掃除の時間でみせる生徒の姿があります。膝をついて黙々と床を磨く生徒，

目を凝らしながら壁の汚れを落としている生徒。掃除の時間の１５分間は，校舎内に凛としたものが流

れています。 

全校の生徒が，真剣に掃除をすることの「意味とねうち」を感じ，掃除を行っていると思います。 

この掃除を通して，いろいろなことを学ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の内容の他にも多くのことを学ぶと思います。そして，その学びの中には，必ず「相手意識」が

あり，相手を大切に想う心を培うこともできます。逆に掃除が一生懸命できないと汚いことに平気にな

り，心がすさんだり，すぐ諦めてしまったりする人になってしまう可能性があります。 

だからこそ，掃除をする「意味とねうち」を考え，形だけを追い求めるのではなく，その活動を考え，

心を込めて行うことが大切になります。 

このように活動の一つ一つに「意味とねうち」を考え，活動を行っていくことで，絶えずよりよいも

のを求めて挑戦していくこと，そして，その雰囲気を仲間と高めていくことが，自らの可能性を高め，

自分の夢を実現していく大きな力となると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

穂北の子ら 自立 自ら動く 

～創・思・鍛～ 

穂積北中学校だより 
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令和元年６月３日 

   文責 西村 

①仲間と協力することで，一人で行うよりもより多くのことができること 

  →一人でできる限界は，仲間との協力により大きく広がること 

②掃除は自分の心と対話しながら，心も磨けること 

③いろんなことに気付く目を育てることができること 

④掃除を通して，相手意識を培い，互いの信頼関係を築けること 

⑤段取りをする力が培われること 

              ： 



心のこもった合唱が人の心を動かし，感動へ！  

５月１７日（金）に３年生が，産休に入られる山本先生にお礼の気持ちを伝えようと生徒が自発的に

学級や学年で「感謝の会」を開きました。 

3 年生は，学年帰りの会の時間を使い，体育館で学年合唱と感謝

のメッセージをプレゼントしました。生徒たちが，心を込めて歌う

合唱曲「旅立ちの時」は，歌詞の一つ一つが心に響き，聴く人の心

を大きく揺さぶるすばらしい学年合唱でした。相手を想う気持ちが

強いからこそ，願いが込められて歌声に，心が揺さぶられ，胸に熱

いものがこみ上げる。まさに，心が動く＝感動という言葉がぴった

りでした。 

3 年生の「感謝の会」は，最初から最後までとても温かいものが

流れ，観ていてとても幸せな気持ちになりました。こうした会を全員で主体的に計画した 3 年生に感謝

するとともに，相手を大切にする温かい思いがとても素晴らしく思いました。 

 

インターネットから自らの安全を確保するために！ 第 2弾！  
 ５月２３日（木）に講師を招き，1 年生対象の「情報モラル」について話を聞きました。 

導入では，1 年生の子が小学 6 年生のとき回答したアンケート結果をもとに，自分たちの置かれている

立場を知った上でインターネットの危険性について学びました。 

主な内容は，次のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この話を通して，1 年生の生徒は，自分たちが思っている以上にインターネットを正しく使わないと

自分の安全を守れないことや軽い気持ちでインターネットに写真のアップや書きこみをすることに伴う

「社会的責任」や「危険性」について知ることができたと思います。そして，何よりも，相手を思いや

る心をもってインターネットを使うことの必要性も感じることができたと思います。 

 

 

 

①インターネットは，気軽で便利であるが，使う側の「人間性」が最も  

大切であること 

②自分がインターネット上に写真をアップすることに伴う「社会的責任」 

があること 

③一度配信した情報は２度と消えず，たとえ画面上から消えても残って 

いる＝「デジタルタトゥー」の恐ろしさがあること 

④画像をアップするとそこから自分の家まで特定されてしまう危険性が 

あること 

⑤正しくインターネットを使うために「人間力」を高めることの必要性があること 


